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概要(Outline) 

2013 年 4 月 22 日～26 日サモア国アピアで開催された APT/ITU Pacific Forum 及び同時開

催の大洋州島嶼国通信連盟（PITA）総会と題 17 回シムポジウムに、APT 賛助会員として JTEC

からプラマニクと田村が参加した。 

本会合への出席主な目的は、Forum 内容から太平洋島嶼国通信放送の実態、ブロードバンド

計画の詳細、企業関連業務に関する情報収集、及び地域各国政府機関、通信オペレータや規

制機関との意見交換・関係構築すること。またこの機会を利用して当該国の企業訪問、JICA 事

務所、日本大使館への表敬訪問を通じてきめ細かな情報を得ることもできた。 

今回フォーラムの主な内容は以下のようになっている。 

**詳細資料 (http://www.apt.int/2013-PacificForum） 

 

 太平洋島嶼国地域でのキー政策と規制及びそれに伴う懸念に対する調整を行う。 

 電気通信と ICT（特にのブロードバンド）サービス開発・進展の加速を容易に進める。 

 島嶼国への国際接続オプションを議論する 

 太平洋島嶼国間の共通のプラットフォームで情報を共有するための意見交換を行う。 

 ベストプラクティスを考慮し、太平洋島嶼国の規制緩和と規制の枠組みを考える; 

 ITU の WTSA と WCIT 会議の成果 を伝達し意見交換を行う。 

 通信事業者と基幹産業との•ビジネス対話を目指す。 

開会式にて通信情報大臣の歓迎挨拶 防災関連フォーラム会場 

 

**会議プログラム及びサモア通信情報大臣の Keynote address を最後に添付した。 
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●本会合には APT Forum 参加者は８７名及び PITA AGM 参加者は約 150 名、その他地元サモア

からの参加者を踏めると総勢約 300 名であった。日本からの参加は JTEC の 2 名のみで政府総

務省からは今回参加はなかった。会合オープニングはの現地新聞の一面で報道。国を挙げて

の祭り的な大歓迎の様子であった（新聞記事）。
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●会期中毎晩レセプションがあり、以下の国/地域の主管庁及び通信オペレーターと面会： 

 パラオ、マイクロネシア（FSM）、マーシャル（RMI）、ソロモン、バヌアツ、ツバル、フィ

ジー、サモア、アメリカンサモア、トンガ、クック、ニウエ、パプアニューギニア（その他：

USP, ニュージーランド、オーストラリア、ITU, APT, スポンサー等） 

 

●現在 J3 実施中のトンガ以外に、パラオ、バヌアツで災害予警報伝達分野への支援ニーズが

ある。パラオについてはプラマニクが対応。2012 年実施の J3 プロジェクトは 2013 年 3 月 8

日パラオ国副大統領のテープカットでオープンした。減災関連プロジェクト形成についてパ

ラオより要請あり。バヌアツは今後の対応で調整が必要。 

 

●この地域の大きなテーマは「コネクティビティ」すなわち海底光ケーブルと衛星による帯

域増大。海底光に関してはトンガ（トンガタプ本島のみ）が本年 7月に初めて海底光で接続

される。次はパラオ～マイクロネシア、ソロモン（Study 中）、サモア～フィジー（Study 中）。

これらにより需給関係から高止まっている衛星トラポンコストの低下が期待される。更に今

年～来年にかけて中軌道周回衛星 8 基による広帯域衛星網(O3b)が全世界で開始される予定

であり向こう数年で需給関係に大きな変化が見込まれる。 
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Cyber Security Session Disaster Management Session 

 

At a Reception with Delegates APT Deputy Secretary General Speaks 

 

 

●中国 HUAWEI が本 PITA イベントの主要スポンサーの一つになっていて、Reception(ディナ

ーパーティー)等を主催。Huawei Marine Networks がソロモンの海底光プロジェクトのコン

サルになっている。この地域での Huawei が高いプレゼンス実感。 

 

 

 

  


